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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 、 そ の 第 １ 方 向 に 延 在 す る ワ ー ド 線 と 一 体 に 構 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極
を 備 え た メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
の 上 部 の 絶 縁 膜 に は 、 前 記 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方 向 に 延 在 す る 配 線 溝 が 形 成 さ れ
、 前 記 配 線 溝 の 内 部 に は 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 一 方
と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ビ ッ ト 線 が 形 成 さ れ 、 前 記 ビ ッ ト 線 の 上 部 に は 、 前 記 ソ ー ス 、 ド レ
イ ン の 他 方 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 が 形 成 さ れ た メ モ リ セ ル を 有 す る 半
導 体 集 積 回 路 装 置 で あ っ て 、 前 記 配 線 溝 の 内 壁 に は 第 ２ 絶 縁 膜 が 形
成 さ れ 、 前
記 ビ ッ ト 線 は 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 内 側 に 形 成 さ れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 で あ っ て 、 前 記 ビ ッ ト 線 の 幅 は 、 互 い 隣 接 す る 前 記
ビ ッ ト 線 同 士 の 間 隔 よ り も 狭 い こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 に お い て 、 前 記 ビ ッ ト 線 の 一 部 は 、 前 記 配 線 溝 の 下 部
の 前 記 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル 内 に 埋 め 込 ま れ 、 前 記 ソ ー ス 、 ド レ
イ ン の 一 方 と 直 接 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

第 １

底 面 部 お よ び 側 面 部 に
前 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 側 面 部 の 厚 さ は 前 記 配 線 溝 の 高 さ 方 向 に 略 同 じ 厚 さ で あ り 、

、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 と 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上
面 の 高 さ と 略 同 じ 高 さ を 有 し

に

第 １

半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 、 そ の 第 １ 方 向 に 延 在 す る ワ ー ド 線 と 一 体 に 構 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極
を 備 え た メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
の 上 部 の 第 １ 絶 縁 膜 に は 、 前 記 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方 向 に 延 在 す る 配 線 溝 が 形 成 さ れ
、 前 記 配 線 溝 の 内 部 に は 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 一 方
と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ビ ッ ト 線 が 形 成 さ れ 、 前 記 ビ ッ ト 線 の 上 部 に は 、 前 記 ソ ー ス 、 ド レ
イ ン の 他 方 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 が 形 成 さ れ た メ モ リ セ ル を 有 す る 半



前 記 ビ ッ ト 線 は 、 前 記 配 線 溝 の 下 部 の 前 記 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ
た 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル 内 に 埋 め 込 ま れ た プ ラ グ を 介 し て 、 前 記 ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 一 方
と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル は 、 前
記 第 １ 方 向 の 径 が 前 記 第 ２ 方 向 の 径 よ り も 大 き い 平 面 パ タ ー ン で 構 成 さ れ 、 そ の 一 部 は 前
記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ た 活 性 領 域 上 に 延 在 し 、 他 の 一 部 は 前 記 ビ ッ
ト 線 の 直 下 の 素 子 分 離 領 域 上 に 延 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 に お い て 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成
さ れ た 活 性 領 域 は 、 前 記 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 延 び 、 か つ そ の 中 央 部 の 片 側 が 前 記 第 １
方 向 に 凸 状 に 突 き 出 し た 平 面 パ タ ー ン で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
以 下 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 、 そ の 第 １ 方 向 に 延 在 す る ワ ー ド 線 と 一 体 に 構 成 さ れ た ゲ ー
ト 電 極 を 備 え た メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 し た 後 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ
Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 上 部 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ
Ｔ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 他 方 に 達 す る 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 し た 後 、 前 記 第 ２ コ ン
タ ク ト ホ ー ル の 内 部 に プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 の 上 部 に 前 記 第 １ 絶 縁 膜 と は エ ッ チ ン グ 速 度 が 異 な る 第 ３ 絶 縁 膜 を
形 成 し 、 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 の 上 部 に 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 と は エ ッ チ ン グ 速 度 が 異 な る 第 ４ 絶 縁 膜
を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ の ス ト ッ パ に 用 い て 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る
こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方 向 に 延 在 す る 配 線 溝 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 配 線 溝 の 内 部 を 含 む 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 溝 の 幅 の ２ 分 の １ よ り も 小
さ い 膜 厚 を 有 す る 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 配 線 溝 の 内 部 の 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 お よ び そ の 下 部 の 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第
１ 絶 縁 膜 を 順 次 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー
ス 、 ド レ イ ン の 一 方 に 達 す る 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル の 内 部 を 含 む 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 、 ビ ッ ト 線 の 材 料 と な
る 第 １ 導 電 膜 を 堆 積 し た 後 、 化 学 的 機 械 研 磨 法 を 用 い て 前 記 第 １ 導 電 膜 お よ び 前 記 第 ４ 絶
縁 膜 上 の 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 を そ れ ぞ れ 研 磨 す る こ と に よ っ て 、 前 記 配 線 溝

ビ ッ ト 線 を 形 成 す る 工 程 。
【 請 求 項 ８ 】
以 下 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 、 そ の 第 １ 方 向 に 延 在 す る ワ ー ド 線 と 一 体 に 構 成 さ れ た ゲ ー
ト 電 極 を 備 え た メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 し た 後 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ
Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 上 部 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ
Ｔ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 一 方 に 達 す る 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル お よ び 前 記 ソ ー ス 、 ド レ イ ン
の 他 方 に 達 す る 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 し た 後 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー
ル の そ れ ぞ れ の 内 部 に プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 の 上 部 に 前 記 第 １ 絶 縁 膜 と は エ ッ チ ン グ 速 度 が 異 な る 第 ３ 絶 縁 膜 を
形 成 し 、 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 の 上 部 に 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 と は エ ッ チ ン グ 速 度 が 異 な る 第 ４ 絶 縁 膜
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導 体 集 積 回 路 装 置 で あ っ て 、 前 記 配 線 溝 の 内 壁 に は 側 面 部 に 第 ２ 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ 、 前 記
第 ２ 絶 縁 膜 の 側 面 部 の 厚 さ は 前 記 配 線 溝 の 高 さ 方 向 に 略 同 じ 厚 さ で あ り 、 前 記 ビ ッ ト 線 は
、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 内 側 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 と 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上 面 の 高 さ と 略
同 じ 高 さ を 有 し て お り 、 第 １

内 に 前 記 第 ４ 絶 縁
膜 と ほ ぼ 同 じ 高 さ の 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 １ 導 電 膜 を 形 成 し 、 前 記 第 １ コ ン タ ク ト
ホ ー ル 内 に 前 記 配 線 溝 と 一 体 の



を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ の ス ト ッ パ に 用 い て 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る
こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方 向 に 延 在 す る 配 線 溝 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 配 線 溝 の 内 部 を 含 む 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 第 ２ 絶
縁 膜 を 異 方 的 に エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 配 線 溝 の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー
サ を 形 成 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 配 線 溝 の の 前 記 第 ３ 絶 縁 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ コ ン
タ ク ト ホ ー ル に 達 す る 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 第 １ ス ル ー ホ ー ル の 内 部 を 含 む 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 上 に 、 ビ ッ ト 線 の 材 料 と な る 第
１ 導 電 膜 を 堆 積 し た 後 、 化 学 的 機 械 研 磨 法 を 用 い て 前 記 第 １ 導 電 膜 を 研 磨 す る こ と に よ っ
て 、 前 記 配 線 溝

前 記 第 １ ス ル ー ホ ー ル ビ ッ ト 線 を 形 成 す る 工 程 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ま た は 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 ワ ー ド 線 と 一 体 に
構 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 の 幅 お よ び 間 隔 を フ ォ ト グ ラ フ ィ の 解 像 限 界 で 決 ま る 最 小 寸 法 で 形
成 し 、 前 記 配 線 溝 の 幅 お よ び 間 隔 を フ ォ ト グ ラ フ ィ の 解 像 限 界 で 決 ま る 最 小 寸 法 で 形 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 （ ｆ ） 工 程 で 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 一 方 に 達 す る
第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 し た 後 、 前 記 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル を 前 記 ソ ー ス 、 ド
レ イ ン の 一 方 に 前 記 ソ ー ス 、 ド レ イ ン と 同 一 導 電 型 の 不 純 物 イ オ ン を 注 入 す る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ま た は 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 （ ｇ ） 工 程 で 前 記
第 １ ス ル ー ホ ー ル の 内 部 に ビ ッ ト 線 の 材 料 と な る 高 融 点 金 属 膜 を 堆 積 し た 後 、 前 記
基 板 を ア ニ ー ル す る こ と に よ っ て 、 前 記 高 融 点 金 属 と 前 記 基 板 と の
界 面 に シ リ サ イ ド 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 ま た は 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 さ ら に 、
（ ｈ ） 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 の 上 部 に 第 ５ 絶 縁 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 第 ５ 絶 縁 膜 お よ び そ の 下 部
の 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 、 前 記 第 ３ 絶 縁 順 次 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ コ ン タ
ク ト ホ ー ル に 達 す る 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 、
（ ｉ ） 前 記 第 ２ ス ル ー ホ ー ル の 内 部 に プ ラ グ を 形 成 し た 後 、 前 記 第 ５ 絶 縁 膜 の 上 部 に 前 記
第 ５ 絶 縁 膜 と は エ ッ チ ン グ 速 度 が 異 な る 第 ６ 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 次 い で 前 記 第 ６ 絶 縁 膜 の 上
部 に 第 ７ 絶 縁 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 第 ７ 絶 縁 膜 お よ び そ の 下 部 の 前 記 第 ６ 絶 縁 膜 に 溝 を 形
成 す る 工 程 、
（ ｊ ） 前 記 溝 の 内 部 に 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 を 形 成 し 、 前 記 第 ２ ス ル ー ホ ー ル お よ び そ の 下
部 の 前 記 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー ル を 、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 と 前 記 メ モ リ セ ル 選 択
用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン の 他 方 と を 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 ５ 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第
４ 絶 縁 膜 の エ ッ チ ン グ は 、 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ の ス ト ッ パ に 用 い る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 さ ら に 、
（ ｋ ） 前 記 （ ａ ） 工 程 で 周 辺 回 路 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 す る 工 程 、
（ ｌ ） 前 記 （ ｇ ） 工 程 で 周 辺 回 路 の 第 １ 層 配 線 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｍ ） 前 記 （ ｊ ） 工 程 で 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 を 形 成 し た 後 、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上
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下 部 膜 を
形 成 さ れ た プ ラ グ に

内 に 前 記 第 ４ 絶 縁 膜 と ほ ぼ 同 じ 高 さ の 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 １ 導 電
膜 を 形 成 し 、 に 接 続 す る
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７

通 し て

７ ８
半 導 体

膜 半 導 体 ま た は プ ラ グ

７ ８

膜 を

通 し て

１ ２

１ ２



部 に 第 ８ 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 次 い で 前 記 第 ８ 絶 縁 膜 、 前 記 第 ７ 絶 縁 膜 、 前 記 第 ６ 絶 縁 膜 お よ
び 前 記 第 ５ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 周 辺 回 路 の 第 １ 層 配 線 に 達 す る ス
ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 ８ 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第
７ 絶 縁 膜 の エ ッ チ ン グ は 、 前 記 第 ６ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ の ス ト ッ パ に 用 い る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
な お 、 上 記 し た Ｃ Ｏ Ｂ 構 造 を 採 用 す る Ｄ Ｒ Ａ Ｍ に つ い て は 、 例 え ば 特 開 平 ７ － １ ２ ２ ６ ５
４ 号 公 報 や 特 開 平 ７ － １ ０ ６ ４ ３ ７ 号 公 報 に 記 載 が あ る 。
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ま た 、 国 際 公 開 Ｗ Ｏ ９ ８ ／ ２ ８
７ ９ ５ 号 公 報 の 図 １ ８ ～ 図 ２ ５ に は 、 ビ ッ ト 線 を 形 成 す る 溝 の 側 壁 に シ リ コ ン 窒 化 膜 の サ
イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 し て ビ ッ ト 線 を 埋 め 込 む こ と に よ り 、 ビ ッ ト 線 と キ ャ パ シ タ 接 続 プ ラ
グ を 側 壁 に よ り 分 離 す る 開 示 が あ る 。 ま た 、 特 願 平 １ ０ － １ ６ ４ ６ ３ ９ 号 （ 特 開 平 １ １ －
３ ５ ４ ７ ４ ９ 号 公 報 ） の 図 １ ６ ～ 図 ２ ２ に は 、 ビ ッ ト 線 を 形 成 す る 溝 に シ リ コ ン 酸 化 膜 あ
る い は シ リ コ ン 窒 化 膜 （ 【 ０ ０ ６ ４ 】 ～ 【 ０ ０ ６ ５ 】 参 照 ） に よ る 側 壁 を 形 成 し 、 そ の 中
に ビ ッ ト 線 を 埋 め 込 む 開 示 が あ る 。
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